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こ
の
と
こ
ろ
我
が
国
の
世
情
は
、
原
油
や
食
料
等
の

物
価
の
高
騰
と
不
景
気
が
不
安
感
を
増
長
し
て
閉
塞
感

の
漂
う
、
全
く
先
行
き
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

政
治
は
国
会
で
機
能
し
て
い
る
の
か
、
何
が
ど
の
様

に
議
論
さ
れ
て
い
る
の
か
解
ら
な
い
よ
う
な
状
況
が
実

体
で
、
国
益
や
国
民
生
活
は
ど
こ
吹
く
風
、
目
先
の
党

利
党
略
が
先
行
す
る
与
野
党
対
決
の
姿
勢
ば
か
り
が
目

に
つ
き
ま
す
。
こ
の
程
、
福
田
改
造
内
閣
が
発
足
し
た

も
の
の
解
散
が
ち
ら
つ
き
、
は
た
し
て
不
安
感
が
解
消

す
る
の
で
し
ょ
う
か
、
明
る
い
変
革
を
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。
行
政
も
相
次
ぐ
不
祥
事
が
続
発
し
、
公
僕
た

る
公
務
員
の
信
用
も
失
墜
し
、
機
能
不
全
状
態
の
感
が

致
し
ま
す
。

　

又
、
こ
の
と
こ
ろ
毎
年
三
万
人
を
超
え
る
自
殺
者
が

い
る
と
云
い
ま
す
。
親
が
吾
が
児
を
虐
待
し
殺
害
し
た

り
、
子
が
親
を
殺
す
と
い
う
丸
で
動
物
以
下
の
実
態
は
、

将
に
家
庭
の
崩
壊
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
白
昼
公
然
と

無
差
別
殺
傷
事
件
も
続
発
し
て
お
り
ま
す
。

　

見
る
に
つ
け
社
会
秩
序
は
乱
れ
、
倫
理
道
義
は
廃
頽

し
て
地
に
堕
ち
、
世
情
不
安
が
増
す
ば
か
り
で
ご
ざ
い

ま
す
。
恰
も
羅
針
盤
の
壊
れ
た
船
（
日
本
丸
）
が
大
海

を
漂
流
し
て
い
る
様
に
閉
塞
し
停
滞
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
乍
ら
、
昔
難
破
船
の
船
乗
り
は
羅
針
盤
が
壊

れ
て
も
、
動
か
ざ
る
不
動
の
星
、
北
極
星
を
目
印
に
航

海
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
北
極
星
こ
そ
は
不

動
の
日
本
、
つ
ま
り
今
こ
そ
原
点
に
立
ち
返
り
、
日
本

の
伝
統
的
精
神
文
化
を
見
つ
め
直
し
再
確
認
を
し
て
、

日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
し
っ
か
り
と

確
立
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
時
に
来
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
に
こ
そ
現
下
の
八
方
ふ
さ
が
り
の
閉
塞
感

か
ら
抜
け
出
せ
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

嘗
て
我
が
国
は
精
神
文
化
も
高
く
最
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
国
と
云
わ
れ
た
時
代
も
あ
っ
た
の
で
す
か
ら
…
。

　

そ
の
日
本
の
精
神
文
化
の
根
底
に
は
神
社
神
道
が
あ

り
、
鎮
守
の
杜
の
神
聖
な
空
間
は
、
安
ら
ぎ
と
癒
し
の

場
で
あ
り
、
永
年
に
亘
り
大
神
様
に
祈
り
と
感
謝
を
捧

げ
て
来
た
神
々
と
一
体
と
な
る
神
人
合
一
の
場
で
あ
り
、

精
神
的
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
出
来
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。
是
非
、
大
宮
八
幡
宮
へ
も
お
参
り
下
さ
い
。

　

生
か
さ
れ
て
い
る
『
い
の
ち
』

　

戦
後
一
貫
し
た
人
権
教
育
に
依
っ
て
自
己
中
心
的
な

考
え
方
が
当
然
の
様
な
風
潮
が
大
勢
を
占
め
る
昨
今
、

例
え
ば
自
殺
肯
定
論
者
は
、
自
分
の
命
だ
か
ら
自
分
が

ど
う
扱
っ
て
も
勝
手
で
あ
る
と
云
い
ま
す
。
自
分
自
身

の
命
ま
で
処
分
可
能
な
「
モ
ノ
」
と
し
か
理
解
し
て
い

な
い
の
で
す
。
価
値
観
の
多
様
化
と
は
云
え
、
全
く
間

違
っ
た
発
想
で
あ
り
ま
す
。
元
来
自
分
勝
手
に
処
分
で

き
る
「
モ
ノ
」
と
云
え
ば
、
買
っ
て
き
た
「
モ
ノ
」、
所

有
者
の
な
い
「
モ
ノ
」、自
分
で
造
っ
た
「
モ
ノ
」
で
あ
り
、

自
分
の
命
は
そ
の
ど
れ
に
も
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。

　

サ
ム
シ
ン
グ
グ
レ
ー
ト
で
有
名
な
遺
伝
子
工
学
者

の
村
上
先
生
も
「
謂
ゆ
る
命
は
大
自
然
（
神
々
）
が

三
十
七
億
年
も
か
け
て
作
り
上
げ
て
来
た
最
高
傑
作
で
、

こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
た
こ
と
自
体
、
途
方
も
な
く
奇
蹟

的
な
こ
と
で
あ
り
、
生
き
て
い
る
こ
と
だ
け
で
も
有
難
度

く
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
自
殺
も
他
殺
も
絶
対
に
し

て
は
い
け
な
い
。
こ
の
世
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
よ
う
。」
と
含
蓄
あ
る
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
は
、
何
十
億
年
の
生
命
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継

い
で
親
か
ら
生
ま
れ
た
い
の
ち
（
身
体
）、
即
ち
神
々

よ
り
受
け
継
ぎ
戴
い
た
大
切
な
い
の
ち
な
の
で
あ
っ
て
、

つ
ま
り
命
が
あ
っ
て
初
め
て
自
分
が
あ
る
の
で
あ
り
、

自
分
が
あ
っ
て
命
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
で
す
。
生
命

は
自
分
の
「
モ
ノ
」
で
は
な
い
と
云
う
、
謂
わ
ば
当
た

り
前
の
道
理
が
理
解
不
能
に
陥
っ
て
い
る
の
が
今
の
風

潮
の
様
で
あ
り
ま
す
。
よ
く
考
え
直
し
て
、
生
か
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

忘
れ
て
い
た
『
家
庭
の
秩
序
』

　

家
庭
の
崩
壊
か
ら
立
ち
直
る
ヒ
ン
ト
と
し
て
は
、
ケ
ー
ス

バ
イ
ケ
ー
ス
で
一
長
一
短
色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
一

つ
と
し
て
、
妻
は
夫
を
大
切
に
し
て
夫
に
従
う
と
云
う
、
嘗

て
の
家
庭
の
秩
序
を
取
り
戻
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
為

に
は
、
夫
婦
は
子
供
の
見
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
絶
対
に
夫
婦

喧
嘩
を
し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ
母
親
（
妻
）
は
、

常
に
父
親
（
夫
）
を
た
て
、
父
親
を
敬
う
心
を
培
い
育
む

子
育
て
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
亦
父
親
も
、

家
庭
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
の
誇
り
と
自
信
を
以
て
尊

厳
を
保
持
し
続
け
、精
神
的
に
畏お
そ

れ
ら
れ
る
様
な
存
在
（
父

権
の
復
活
）
に
な
る
努
力
、
謂
ゆ
る
「
親
学
」
を
身
に
つ

け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
て
、
家
居
に
神
棚
を
設
け

て
毎
朝
神
前
に
手
を
合
わ
せ
幸
せ
を
祈
り
、
食
前
食
後
の

感
謝
を
す
る
家
庭
生
活
を
し
て
い
る
と
、
自
ず
と
家
の
中

に
秩
序
が
出
来
て
、
そ
こ
に
安
心
し
て
明
る
く
楽
し
い
居
心

地
の
良
い
家
庭
環
境
が
出
来
上
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

神
々
の
お
恵
み
や
ご
祖
先
の
恩
に
感
謝
し
て
心
か
ら
手

を
合
わ
せ
、
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
そ
の
御

心
に
沿
う
様
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

家
を
斉
え
治
め
る
こ
と
は
、
家
庭
の
祭
祀
を
き
ち
ん
と

行
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
家
の
秩

序
が
保
た
れ
家
族
が
平
安
に
過
ご
せ
ま
す
と
、
家
庭
が
円

満
に
な
り
家
族
間
の
愛
情
も
深
ま
り
ま
す
。
夫
婦
愛
や
兄

弟
（
姉
妹
）
愛
は
、
や
が
て
隣
人
愛
や
郷
土
愛
も
芽
生
え

て
来
て
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
町
づ
く
り
に
も
繋
が
っ

て
行
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
を
奉
祝
し
て
大
宮
八

幡
祭
り
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
特
に
御
神
輿
八
基
の
合
同
宮

入
り
は
城
西
随
一
と
云
わ
れ
、
鎮
守
の
杜
の
聖
な
る
空
間
で
、

繰
り
広
げ
ら
れ
る
御
神
輿
振
り
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で

熱
気
が
溢
れ
、
陪
観
者
倶
々
興
奮
の
る
つ
ぼ
と
化
し
ま
す
。

そ
う
し
て
神
々
と
一
体
で
あ
る
こ
と
が
実
感
出
来
る
感
動
の

一
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。
お
祭
り
は
、
町
全
体
が
精
神
的
に

高
め
ら
れ
、
心
の
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
な
り
町
や
地
域
の
活
性

化
に
も
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

八
幡
大
神
様
の
広
大
無
辺
な
ご
神
恩
に
感
謝
し
て
、
大

宮
八
幡
祭
り
を
盛
大
に
斎
行
さ
せ
て
頂
き
度
く
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
多
く
の
氏
子
・
崇
敬
者
の
ご
参
詣
を
心
か

ら
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

蘇
え
れ
！

日
本

宮
司

　
鎌
田
紀
彦
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新
秋
、
実
り
の
季
節
を
迎
え
、
天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
を
奉
祝
し
て
恒
例
の
大

宮
八
幡
祭
り
（
秋
の
大
祭
）
が
９
月
15
日
を
中
心
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
ま
づ
13
日

は
ゆ
か
た
姿
の
参
拝
者
で
賑
わ
う
夕
刻
６
時
、
宵
宮
祭
を
斎
行
。
翌
14
日
は
午
前
10

時
よ
り
氏
子
奉
幣
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
大
宮
・
方
南
・
和
田
・
松
ノ
木
の
四
地
区
氏

子
よ
り
寄
せ
ら
れ
る
真
心
こ
も
る
ご
浄
財
が
氏
子
幣
と
し
て
大
前
に
奉
献
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
日
氏
子
各
地
区
神
輿
の
社
参
が
午
前
中
よ
り

次
々
に
行
わ
れ
、
午
後
６
時
よ
り
は
第
二
十
三
回
神
輿
合

同
宮
入
り
が
行
わ
れ
、
氏
子
四
地
区
八
基
の
神
輿
が
神
門

内
大
前
に
練
り
込
み
、
圧
巻
の
神
輿
振
り
は
熱
気
と
興
奮

の
る
つ
ぼ
と
化
し
ま
す
。
そ
し
て
翌
15
日
は
神
社
本
庁
よ

り
献
幣
使
参
向
の
も
と
午
前
10
時
よ
り
例
大
祭
を
斎
行
。

神
々
の
恵
み
五
穀
の
豊
饒
に
感
謝
し
皇
室
国
家
の
安
泰
と

氏
子
崇
敬
者
各
位
の
隆
昌
発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
。

　

こ
の
他
、
９
月
14
日
午
後
の

小
笠
原
流
宗
家
ご
奉
仕
に
よ
る

弓
の
神
事
三
三
九
手
挟
式
や
13

日
の
園
児
民
謡
踊
り
、
杉
並
太

鼓
、
方
南
エ
イ
サ
ー
踊
り
な
ど

期
間
中
、
様
々
な
神
賑
行
事
が

奉
納
さ
れ
ま
す
。
ま
た
９
月
９
日

よ
り
16
日
ま
で
清
涼
殿
ロ
ビ
ー
で

は
、
平
安
の
雅
び
「
菊
被
綿
」

飾
り
が
再
現
展
示
さ
れ
ま
す
。

奉
祝 

天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年

大
宮
八
幡
祭
り(

秋
の
大
祭)

　
　
　
　
　
氏
子
奉
幣
祭
・
例
大
祭

　
　
　
　
　
第
二
十
三
回 

神
輿
合
同
宮
入
り

大
宮
八
幡
祭
り(

秋
の
大
祭)

 

祭　

事

神
輿
神
霊
入
れ
神
事	

９
月
12
日

若
宮
八
幡
神
社

	

　
　

		

例
祭	

９
月
12
日			

白		　

幡		　

宮

各
神
幸
所
清
祓
・
宮
司
巡
拝	

９
月
13
日

宵
宮
祭		

	

９
月
13
日

氏
子
奉
幣
祭
（
奉
祝
当
日
祭
）	９
月
14
日

第
二
十
三
回	

神
輿
合
同
宮
入
り	

９
月
14
日

例
大
祭
（
献
幣
使
参
向
）	

９
月
15
日

十
五
夜
の
神
遊
び
（
仲
秋
祭
）	９
月
15
日

神
輿
神
霊
返
し
神
事	

９
月
16
日

後
朝
祭
（
直
会
乃
儀
）	

９
月
16
日

厳かに例大祭斎行

菊
被
綿
再
現

 

神
賑
行
事

第
10
回 

菊
被
綿
飾
り 

 

９
月
９
日
～
16
日

奉
納
書
画
行
燈 

 

９
月
９
日
～
23
日

献
燈
提
灯  

 

９
月
９
日
～
23
日

弓
道
奉
納
射
会 

 

９
月
７
日

大
宮
幼
稚
園
園
児
民
謡
踊
り 

９
月
13
日

方
南
エ
イ
サ
ー
踊
り  

９
月
13
日

杉
並
太
鼓  

 

９
月
13
日

高
井
戸
囃
子 

 

９
月
14
日

小
笠
原
流
三
三
九
手
挟
式 

９
月
14
日

町
内
神
輿
渡
御･

宮
入
り（
昼
間
） 

９
月
14
日

ス
カ
ウ
ト
バ
ザ
ー 

 

９
月
14
日
・
15
日

ス
カ
ウ
ト
神
輿
宮
入
り 

９
月
15
日

野
点
茶
会  

 

９
月
15
日

舞
楽
（
佼
成
雅
楽
会
） 

９
月
15
日

盆
栽
展
示
会 

 

９
月
13
日
・
14
日

第
30
回 

小
原
流
献
華
展 

９
月
13
日
～
15
日

露　

店 
 

 

９
月
13
日
～
15
日

第
八
回 

十
五
夜
の
神
遊
び

　
　 『
月
の
音お
と

コ
ン
サ
ー
ト
』

　

合
同
宮
入
の
熱
気
も
ま
だ
冷
め
や
ら
ぬ
例

大
祭
当
日
の
９
月
15
日
（
月
・
祝
）
の
望
月

に
第
八
回
「
十
五
夜
の
神
遊
び
」
を
斎
行
致

し
ま
す
。「
神
遊
び
」
と
は
神
慰
め
、
神
祭
り

の
こ
と
。
鳴
虫
の
す
だ
く
緑
豊
か
な
神
苑
で

秋
の
名
月
を
愛
で
つ
つ
、
一
千
基
を
越
え
る

竹
燈
に
浄
火
が
点
さ
れ
、
神
楽
舞
や
雅
楽
の

奉
奏
を
神
々
と
倶
々
に
ご
陪
観
頂
く
神
事
で

す
。
先
ず
献
灯
神
事
が
行
わ
れ
、
篝
火
や
境

内
の
竹
燈
籠
に
宮
司
以
下
神
職
と
参
列
の
皆

様
が
次
々
と
点
灯
し
、
社
殿
に
て
仲
秋
祭
を

斎
行
。
続
い
て
神
楽
殿
に
舞
台
を
移
し
雅
楽
・

神
楽
舞
の
奉
奏
、
そ
し
て
二
胡
（
芳よ
し
は
る晴
氏
）

と
ピ
ア
ノ
（
シ
モ
シ
ュ
氏
）
に
よ
る
「
月
の
音

コ
ン
サ
ー
ト
」
が

催
さ
れ
ま
す
。

　

ご
自
由
に
陪
観

で
き
ま
す
の
で
、

お
誘
い
合
せ
頂

き
、
多
く
の
ご
陪

観
の
皆
様
の
ご
参

詣
を
お
待
ち
致
し

て
お
り
ま
す
。

熱
気
に
あ
ふ
れ
る
、
神
輿
合
同
宮
入
り

雅
楽
・
神
楽
舞
の
奉
奏
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春
の
大
祭
（
わ
か
ば
祭
）
斎
行

　

天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
を
奉
祝
し

て
当
宮
春
の
大
祭
（
わ
か
ば
祭
り
）
が

５
月
３
日
よ
り
５
日
の
間
、執
り
行
わ
れ
、

境
内
は
若
葉
青
葉
を
楽
し
む
多
く
の
参

拝
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

大
祭
に
先
立
ち
昭
和
の
日
の
４
月
29

日
、
昨
年
に
続
き
昭
和
天
皇
の
ご
聖
徳

を
お
讃
え
申
し
上
げ
、
昭
和
祭
を
斎
行
。

次
い
で
３
日
午
後
に
は
春
の
大
祭
第
一
日

ノ
儀
子
供
の
祭
り
（
稚
児
健
康
祈
願
祭
）

と
稚
児
行
列
が
行
わ
れ
、
特
に
第
30
回

を
迎
え
た
今
年
の
稚
児
行
列
に
は
神
輿

が
渡
御
、
宮
司
以
下
祭
員
が
行
列
に
供

奉
し
て
、
過
去
最
高
の
71
人
の
お
稚
児

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

続
く
４
日
は
午
前
10
時
よ
り
当
宮
敬

神
婦
人
会
り
ん
ど
う
会
の
会
員
や
当
宮

挙
式
者
が
参
列
し
て
春
の
大
祭
第
二
日

ノ
儀
を
斎
行
、
祭
典
後
、
神
楽
殿
で
は

第
８
回
「
若
葉
in
お
お
み
や
」
が
催
さ
れ
、

箏
カ
ー
テ
ィ
ス
・
パ

タ
ー
ソ
ン
、
尺
八
ブ

ル
ー
ス
・
ヒ
ュ
ー
バ

ナ
ー
の
両
氏
が
奉

納
演
奏
を
行
い
ま

し
た
。
次
い
で
第
８

回
挙
式
者
の
集
い

が
清
涼
殿
で
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
午
後
２
時

よ
り
は
当
宮
み
ど

り
の
会
主
催
の
植

樹
祭
（
献
木
式
）

を
執
行
。
祭
典
後

は
参
列
者
の
皆
様

に
苗
木
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
５
日

は
午
前
10
時
よ
り
春
の
大
祭
当
日
祭（
尚

武
祭
）
が
斎
行
さ
れ
、皇
室
国
家
の
安
泰
・

氏
子
崇
敬
者
各
位
の
繁
栄
が
祈
念
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
期
間
中
杉
並
太
鼓
、

杉
並
エ
イ
サ
ー
の
演
奏
や
大
宮
八
幡
植

木
市
な
ど
も
催
さ
れ
、
境
内
は
終
日
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
恵 
俊
彰
さ
ん
ご
参
拝

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
有
名
な
お
笑
い
タ

レ
ン
ト
の
恵 
俊
彰
さ
ん
が
春
の
大
祭
期

間
中
の
５
月
３
日
午
前
、
ご
長
女
の
初

宮
参
り
で
当
宮
を
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

　

恵
さ
ん
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
「
２
時
っ

チ
ャ
オ
！
」　

を
始
め
幅
広
く
メ
デ
ィ
ア

に
登
場
、
多
く
の
視
聴
者
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
ご
一
家
お
揃
い
で

の
ご
参
拝
で
お
子
様
の
ご
成
長
を
祈
念

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

第
五
回 

大
宮
八
幡
宮
の
杜 

薪
能

　
「
杉
並
で
能
楽
を
楽
し
む
会
（
会
長
田

木
千
城
夫
）」の
主
催
に
依
り
、第
五
回「
大

宮
八
幡
宮
の
杜 

薪
能
」
が
去
る
５
月
17

日
、
当
宮
神
域
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
区
教
育
委
員

会
の
協
力
で
区
内
の

小
中
学
生
も
陪
観

し
ま
し
た
。

　

夕
刻
、
和
琴
が

奏
で
ら
れ
る
中
、
火

鑽
神
事
を
斎
行
。
火

鑽
に
よ
り
熾
こ
さ
れ

た
ご
神
火
に
よ
り
火

入
式
が
行
わ
れ
、
揺
ら
め
く
炎
に
照
ら
さ

れ
、
野
村
四
郎
師
ら
観
世
流
演
者
に
よ
り

「
羽
衣
」「
鵜
飼
」
の
能
二
番
、
狂
言
「
口

真
似
」
の
一
番
が
演
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
世
の
も
の
で
は
な
い
天
人
の
崇
高

な
美
し
さ
を
描
く
「
羽
衣
」
と
人
間
の
業

の
悲
し
さ
を
表
す
「
鵜
飼
」。
そ
の
幽
玄
の

世
界
は
陪
観
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
成
宗
白
山
神
社
九
百
年
大
祭

　

当
宮
宮
司
の
兼
務
神
社
で
あ
る
成
田

東
二
丁
目
鎮
座
の
成
宗
白
山
神
社
で
は
今

年
が
御
鎮
座
九
百
年
の
佳
年
に
あ
た
る

と
こ
ろ
か
ら
去
る
５
月
18
日
午
前
、
献
幣

使
参
向
の
も
と
九
百
年
記
念
大
祭
を
斎

行
し
ま
し
た
。
同
社
で
は
か
ね
て
よ
り

九
百
年
記
念
事
業
と
し
て
御
社
殿
御
屋

根
銅
板
葺
替
や
社
殿
内
外
壁
の
塗
替
な

ど
境
内
整
備
事
業
を
推
進
、
昨
年
秋
の

本
殿
遷
座
祭
を

経
て
今
度
の
記

念
大
祭
を
迎
え

た
も
の
。

　

当
日
は
責
任

役
員
総
代
ら

百
五
十
名
が
参

列
し
て
記
念
大

祭
を
斎
行
。
鎌

田
宮
司
の
祝
詞

奏
上
の
あ
と
、
献
幣
使
中
田
都
神
社
庁
副

庁
長
が
神
社
本
庁
よ
り
の
幣
帛
を
献
じ
、

祭
詞
を
奏
上
し
ま
し
た
。
祭
典
後
の
直
会

で
は
参
列
の
石
原
伸
晃
衆
議
院
議
員
等

か
ら
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
、
ま
た
装
い
新
た

に
な
っ
た
神
域
で
は
江
戸
消
防
記
念
会
七

番
組
に
よ
る
梯
子
乗
り
な
ど
も
披
露
さ

れ
、
御
鎮
座
九
百
年
を
奉
祝
し
ま
し
た
。

第
九
回 

裏
千
家
献
茶
式

　

平
成
11
年
に
「
天
皇
陛
下
御
即
位
十

年
」
を
奉
祝
し
、
杉
並
区
内
で
は
初
め
て

献
茶
式
が
執
り
行
わ
れ
て
よ
り
、
今
年

で
９
回
を
数
え
ま
す
。

　

５
月
24
日
午
前
10
時
よ
り
第
九
回
裏

千
家
献
茶
式
が
茶
道
裏
千
家
今
日
庵 

鵬

雲
斎
千
玄
室
大
宗

匠
（
先
代
15
代
家

元
）ご
奉
仕
の
も
と
、

昨
年
よ
り
始
め
ら

れ
た
新
た
な
立
礼

の
作
法
に
よ
り
、
厳

か
に
ご
神
前
に
濃

茶
と
薄
茶
が
献
じ

ら
れ
ま
し
た
。

杜
の
話
題 
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ま
た
併
せ
て
、
裏
千
家
淡
交
会
東
京

第
六
西
支
部
の
担
当
主
催
に
よ
る
奉
賛

添
釜
茶
会
が
開
か
れ
、
濃
茶
席
・
薄
茶
席
・

立
礼
席
の
三
席
と
も
大
宗
匠
を
囲
み

賑
々
し
く
催
さ
れ
ま
し
た
。
尚
、
当
宮
付

属
の
大
宮
幼
稚
園
に
お
い
て
も
、
献
茶
式

に
伴
い
恒
例
の
幼
稚
園
茶
席
が
開
か
れ
、

園
児
達
は
緊
張
し
た
面
持
ち
な
が
ら
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
致
し
ま
し
た
。

大
宮
八
幡
塾 

親
子
茶
道
教
室

　

献
茶
式
に
際
し
園
児
茶
席
の
お
稽
古

を
つ
け
て
頂
い
て
い
る
裏
千
家
淡
交
会
の

先
生
方
に
ご
指
導
頂
き
、
親
子
で
日
本

の
伝
統
文
化
に
触

れ
て
み
よ
う
と
い

う
試
み
の
も
と
、
６

月
25
日
よ
り
第
一
・

第
三
水
曜
日
に
茶

室
神
泉
亭
に
お
い

て
幼
稚
園
園
児
を

中
心
に
親
子
茶
道

教
室
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

第
二
十
九
回 

杉
並
大
宮
さ
つ
き
展

　

杉
並
区
後
援
に
よ
る
第
29
回 

杉
並
大

宮
さ
つ
き
展
が
５
月
24
日
よ
り
６
月
８
日

ま
で
の
間
、
境
内
特
別
展
示
場
で
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
さ
つ
き
展
は
「
杉
並
大

宮
さ
つ
き
の
会
」
主
催
に
よ
る
も
の
で
、

例
年
氏
子
崇
敬
者
の
会
員
の
皆
様
に
よ

り
多
く
の
さ
つ
き
が
出
品
さ
れ
、
今
年
も

丹
精
の
込
め
ら
れ
た
数
々
の
作
品
が
五

月
晴
れ
の
中
、
妍
を
競
い
人
々
の
目
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

水み

な

づ

き

無
月
の
大
祓
神
事
斎
行

　

恒
例
の
水
無
月
夏な
ご
し越
の
大
祓
神
事
が

６
月
30
日
夕
、
斎
行
さ
れ
、
参
列
員
は
今

年
前
半
の
罪
穢
を
祓
ひ
清
め
、
残
る
半
年

の
果
報
に
思
い
を
馳
せ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
午
後
４
時
、
神
門
前
広
場
の
茅
の
輪

前
に
て
ま
づ
大
祓
詞
を
宣
読
、
形
代
で
体

を
撫
で
息
を
吹
き
か
け
無
病
息
災
を
祈

る
自
祓
の
儀
の
あ
と
天
と
地
が
祓
わ
れ
ま

し
た
。
つ
い
で
茅
の
輪
神
事
。
参
列
員
は

左
右
左
と

神
門
前
の

茅
の
輪
を

三
度
潜
り
、

社
殿
に
進

み
ま
し
た
。

　

大
祓
神
事
に
引
き
続
き
社
殿
で
は
、

大
祓
並
に
大
祓
詞
等
浄
書
奉
納
奉
告
祈

願
祭
を
斎
行
。
当
宮
の
教
化
活
動
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
大
宮
八
幡
塾
の
書
写

会
で
、
６
月
21
日
よ
り
29
日
の
９
日
間
、

り
ん
ど
う
会
の
会
員
を
含
む
氏
子
崇
敬

者
ら
45
名
の
方
々
に
よ
っ
て
浄
書
さ
れ
た

大
祓
詞
が
大
前
に
献
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

　 

第
十
回
「
乞き
っ
こ
う
で
ん

巧
奠
」
飾
り
　

　

平
成
の
七
夕
乞
巧
奠
飾
り
が
去
る
７

月
１
日
よ
り
15
日
ま
で
の
間
、
清
涼
殿
ロ

ビ
ー
に
て
展
示
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
天
皇

陛
下
御
即
位
十
年
を
奉
祝
し
て
平
成
11

年
全
国
に
先
駆
け
て
当
宮
で
再
現
、
本
年

第
10
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。
乞
巧
奠

飾
り
は
中
国
の
牽

牛
織
女
の
星
祭
り

と
わ
が
国
の
棚
機
つ

女
伝
説
が
結
び
つ

き
平
安
時
代
よ
り

宮
中
を
中
心
に
広

く
行
わ
れ
た
七
夕

行
事
。
期
間
中
、
乞
巧
奠
飾
り
に
は
雅

楽
器
・
筆
硯
・
五
色
布
な
ど
が
供
え
ら
れ
、

回
り
を
囲
う
注
連
縄
に
は
梶
の
葉
や
五
色

の
紙
垂
が
下
げ
ら
れ
、
ま
た
四
隅
の
笹
竹

に
は
平
成
の
七
夕
と
し
て
梶
の
葉
や
色
と

り
ど
り
の
七
夕
人
形
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

７
日
夕
刻
に
は
社
殿
に
て
「
七
夕
の
神

遊
び
（
技
芸
上
達
祈
願
祭
）」
を
斎
行
。

続
い
て
参
列
者
は
神
門
前
に
進
み
、
梶
の

葉
と
七
夕
人
形
に
五
色
の
吹
き
流
し
や
五

色
の
布
を
垂
し
た
「
平
成
の
七
夕
・
乞
巧

飾
り
」
を
く
ぐ
る
乞
巧
潜
り
神
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
６
日
と
13
日
の
日
曜
夕

刻
に
は
「
雅
楽
の
夕
べ
」
が
乞
巧
奠
飾
り

前
で
催
さ
れ
た
他
、
８
日
の
朝
ま
で
神
門

前
に
は
大
き
な
笹
竹
飾
り
も
立
て
ら
れ
、

参
拝
者
は
思
い
思
い
の
願
い
を
短
冊
に
書

い
て
付
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
乞
巧

奠
飾
り
が
７
月
４
日
午
後
、
テ
レ
ビ
東

京
の
人
気
番
組
「
レ
デ
ィ
ス
４
」
で
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

■
乞
巧
守
り
を
奉
製

　

平
成
の
七
夕
祭
り
に
因
み
、
参
拝
者
各

位
の
学
業
技
芸
の
上
達
を
祈
願
し
て
「
乞

巧
守
り
」
を
こ
の
ほ
ど
奉
製
致
し
ま
し
た
。

こ
の
乞
巧
守
り
は
笹
竹
に
梶
の
葉
と
紅
白

の
七
夕
人
形
が

付
け
ら
れ
た
御

守
り
で
、
７
月
１

日
朔
旦
祭
後
よ

り
天
神
祭
の
25

日
ま
で
社
頭
に
て
お
頒
ち
致
し
ま
し
た
。

第
八
回 

納
涼 

大
宮
天
神
祭
り

　

夏
の
風
物
詩
「
第
８
回 

納
涼
大
宮
天

神
祭
り
」
が
今
年
も
７
月
25
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
皆
様
よ
り
ご
奉
納
を
頂
い
た

三
〇
〇
点
も
の
書
画
の
行
燈
に
、
当
日
夕

刻
よ
り
灯
り
が
入
れ
ら
れ
幻
想
的
な
雰

囲
気
の
中
、
学
業
成
就
を
祈
願
す
る
「
大

宮
天
神
祭
」
の
祭
典
が
午
後
５
時
半
よ

り
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。
祭
典
に
引
き

続
き
午
後
６
時
半

よ
り
「
時
間
を
は

ず
し
た
日
の
祭
事
・

杜
の
ひ
び
き
in
お

お
み
や
」
と
し
て
太

鼓
集
団
「
巴ｈ
ａ
ｒ
ｅ伶
」

代
表
響
道
宴
氏
等

に
よ
る
奉
納
演
奏
が
行
わ
れ
、
境
内
に
轟

き
亘
る
和
太
鼓
の
音
の
世
界
の
ひ
と
と
き

を
多
く
の
ご
陪
観
の
方
々
に
ご
感
応
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
後
幼
児
等
を
中
心
に
ミ
ニ

花
火
の
集
い
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

形
代
流
し
神
事
斎
行

　

恒
例
の
大
祓
形
代
流
し
旅
行
が
去
る
７

月
27
・
28
日
の
両
日
行
わ
れ
、
33
名
の
ご

参
加
の
皆
様
と
共
に
遠
江
・
三
河
路
を
訪



式
年
遷
宮
奉
賛
の
お
願
い

　

来
る
平
成
25
年
に
第
六
十
二
回
神
宮

式
年
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
向

け
全
国
各
地
の
神
社
を
中
心
に
奉
賛
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
宮
で
も
奉
賛
会

が
昨
年
発
足
さ
れ
、
各
氏
子
地
区
ま
た
兼

務
神
社
で
の
浄
財
の
募
財
活
動
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
次
世
代
へ
文
化
伝
統
を

繫
げ
て
ゆ
く
た
め
に
も
、
皆
様
方
お
一
人
お

一
人
の
真
心
か
ら
の

ご
奉
賛
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

※
ご
奉
賛
の
際
に
ご
記
入

頂
い
て
お
り
ま
す
住
所
・

氏
名
は
、
奉
賛
金
と
共
に

奉
賛
会
を
通
じ
伊
勢
神

宮
へ
お
取
り
次
ぎ
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

れ
ま
し
た
。
形
代
流

し
旅
行
は
６
月
30
日

夏
越
の
大
祓
に
氏
子

崇
敬
者
よ
り
お
納
め

頂
い
た
形
代
（
灰
）

を
湖
川
に
流
す
神
事

を
目
的
に
催
さ
れ
て

い
る
も
の
。

　

一
行
は
ま
づ
静

岡
県
森
町
の
遠
江
一

宮
小
國
神
社
を
参
拝
。
午
後
、
火
伏
せ

の
神
秋
葉
山
本
宮
秋
葉
神
社
を
参
拝
し

て
西
浦
温
泉
に
宿
泊
。
翌
日
早
朝
西
浦

海
岸
で
形
代
流
し
神
事
の
あ
と
、
豊
川

稲
荷
や
掛
川
城
を
訪
れ
、
猛
暑
の
中
無

事
神
事
旅
行
を
了
え
ま
し
た
。

多
摩
清
水
社
例
祭

　

本
年
も
水
の
大
切
な
盛
夏
の
時
期
、

水
神
様
の
御
神
徳
を
称
え
、
生
命
の
源
で

あ
る
水
の
恵
み
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
多

摩
清
水
社
の
例
祭
が
水
の
日
で
あ
る
８
月

１
日
朔
旦
祭
に
続
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
宮
八
幡
宮
戦
没
者
慰
霊
祭

　

終
戦
記
念
日
の
８
月
15
日
、
氏
子
地

域
よ
り
出
征
さ
れ
た
御
英
霊
等
を
お
招

き
し
て
、
追
悼
と
感
謝
の
誠
を
捧
げ
て

平
和
を
祈
念
す
る
第
25
回 

大
宮
八
幡
宮

戦
没
者
慰
霊
祭
が
大
宮
八
幡
宮
戦
没
者

慰
霊
祭
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、

ご
遺
族
の
方
々
や
り
ん
ど
う
会
会
員
の

ご
参
列
を
頂
き
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
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ピ
カ
チ
ュ
ウ
来
た
る
！

　

７
月
10
日
、
笑
顔
と
友
情
と
元
気
を

テ
ー
マ
に「
ポ
ケ
モ
ン
ス
マ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
」

が
実
施
さ
れ
、
子
供
達
に
大
人
気
の
ピ
カ

チ
ュ
ウ
が
当
宮
幼
稚

園
を
訪
れ
ま
し
た
。

先
生
方
も
そ
れ
ぞ

れ
ポ
ケ
モ
ン
に
扮
し

て
、
司
会
の
お
ね
え

さ
ん
と
一
緒
に
ゲ
ー

ム
を
行
う
な
ど
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

Ⓒ 2008 Pokemon. Ⓒ1995-2008 Nintendo/Creatures Inc. /GAME FREAK inc.
ポケモンは任天堂・クリーチャーズ・ゲームフリークの登録商標です。

金
壱
百
萬
円
也

立
正
佼
成
会

大
宮
地
区

金
参
拾
萬
円
也

五
本
木
德
治

金
壱
拾
萬
円
也

請
井
勝
雄

関
又
治

毛
塚
克
彦

青
木
龍
雄

根
岸
和
儀

根
岸
政
男

根
岸
辰
行

末
柄
哲
男

久
保
田
顕
三

金
五
萬
円
也

い
づ
み
寿
司

小
泉
弘
文

金
参
萬
円
也

向
井
惠
二

根
岸
治

髙
橋
陽

㈲
近
藤
造
園

代 

表 

近
藤
信
雄

及 

び 

従
業
員
一
同

金
弐
萬
円
也

小
松
春
樹

五
本
木
勝

五
本
木
文
子

五
本
木
美
知
子

大
野
千
代

根
岸
喜
一
郎

山
田
隆
裕

髙
橋
ヨ
シ

向
井
八
重
子

髙
橋
芳
男

小
松
克
太
郎

林
伸
一

大
野
瑠
里
子

山
本
昌
彦

金
壱
萬
五
阡
円
也

荒
井
昭
一

金
壱
萬
円
也

毛
塚
一
郎

田
口
昭
作

大
野
基
弘

德
田
誠

根
岸
利
夫

髙
橋
伸
行

五
本
木
八
江
子

富
山
良
治

当
麻
武
男

大
野
善
求

大
野
八
重
子

渡
辺
昊
児

諏
訪
照
子

小
林
亜
星

山
田
正
行

五
本
木
定
雄

根
岸
正
己

五
本
木
マ
キ
子

大
和
田
公
之

大
野
匡
功

伊
藤
義
一

小
松
啓
一

安
江
仗

長
井
国
和

㈻
高
千
穂
学
園

理
事
長 

藤
井 

耐

鈴
木
満
雄

根
岸
宏
光

今
井
正
雄

豊
田
正
一

加
濃
建
設
㈱

代
表
取
締
役 

加
濃
好
久

石
田
幸
夫

広
瀬
正
次

服
部
伸
子

方
南
南
地
区

金
五
拾
萬
円
也

大
塚
喜
一

金
参
拾
萬
円
也

田
木
千
城
夫

金
弐
拾
五
萬
円
也

三
枝
治
太
郎

三
枝
榮
治

金
壱
拾
萬
円
也

黒
澤
浩
一

相
川
貞
雄

金
五
萬
円
也

山
村
勝
久

堀
友
美
延

中
村
常
泰

金
参
萬
円
也

星
野
功

金
壱
萬
円
也

㈲
黒
澤
商
店

㈲
相
川
電
気

林
外
夫

川
島
食
品
㈱

代
表
取
締
役 

川
島
政
則

内
山
誠

鈴
木
春
人

鈴
木
登

大
野
恵
章

田
中
迪
子

芦
川
博

藤
井
富
子

細
野
靖
久

斉
藤
千
里

川
島
み
ど
り

宮
坂
光
彌

蛭
間
よ
ね
子

後
藤
教
子

方
南
北
地
区

金
五
拾
萬
円
也

髙
橋
住
雄

金
参
拾
萬
円
也

岩
崎
太
良

金
弐
拾
萬
円
也

鈴
木
憲
章

金
壱
拾
萬
円
也

細
野
一
善

塩
原
孝
光

穂
坂
登
志
子

金
五
萬
円
也

細
井
嘉
次

髙
木
快
雄

金
参
萬
円
也

岩
田
文
雄

㈱
方
南
製
作
所

代
表
取
締
役 

東
敞
治
郎

細
野
喜
義

細
野
英
二

蛭
間
徹
也

金
壱
萬
円
也

広
田
圭
治

岩
田
一
豊

医療法人
松
永
会

理 

事 

長 

村
田
憲
一

岩
﨑
浩
一

岩
﨑
孝
彦

山
本
雄
二

㈲
角
善

代
表
取
締
役 

細
野
浩
一

髙
畑
良
三

Ｊ
Ａ
ラ
ビ
ス
ア
ー
ク

 

方
南
杉
並
事
業
所

所  

長 

渡
辺
明
義

式
年
遷
宮
奉
賛
者
芳
名
簿

平
成
20
年
７
月
31
日
現
在
（
※
一
万
円
以
上
の
み
掲
出
）

や
な
ぎ
亭

二
本
柳
修

小
宮
山
幸
治

近
藤
昭
作

長
森
祐
一

上
條
京
美

岩
田
正
智

和
田
東
地
区

金
参
拾
萬
円
也

梅
田
清

金
壱
拾
萬
円
也

齊
藤
洋
一

横
尾
浩
市

和
田
耕
一

金
五
萬
円
也

笠
原
紀
一

松
村
康
夫

金
参
萬
円
也

梅
田
久
子

金
弐
萬
円
也

小
長
谷
忠
義

堀
賴
正
・
紀
久
子

海
老
沢　

介

海
老
沢
君
枝

海
老
沢
秀
和

金
壱
萬
円
也

大
川
文
明

㈱
中
山

代
表
取
締
役 

中
山
聡

㈳
日
本
印
刷
技
術
協
会

峯
島
茂
兵
衛

横
尾
久
子

柾
達
郎

梅
田
勝
利

石
井
俊
子

小
森
谷
ヒ
デ

大
場
清
信

田
所
金
治

飯
山
繁

山
川
和
一

廣
井
操
子

東
洋
博
善
㈱

代
表
取
締
役 

太
田
道
則

太
田
志
げ
子

梅
田
恵
樹

和
田
西
地
区

金
参
百
萬
円
也

森
川
純一･

順
子

金
参
拾
萬
円
也

㈱
藤
枝
工
務
店

代
表
取
締
役 

藤
枝
宏
友

金
壱
拾
萬
円
也

古
谷
孝
治

㈱
佼
成
出
版
社

代
表
取
締
役 

横
田
幸
雄

石
川
和
子

金
五
萬
円
也

飯
髙
今
朝
資

浅
川
静
男

葉
梨
俊
郎

東
円
寺

住 

職 

菅 

真
勇

金
参
萬
円
也

大
野
と
く
よ

金
壱
萬
円
也

野
﨑
良
髙

和
田
義
彦

大
島
光
隆

久
野
武
彦

㈲
林
楽
器
商
会

林 

寛

松
ノ
木
地
区

金
参
拾
萬
円
也

瀬
沼
寿
男

金
壱
拾
萬
円
也

松
島
四
郎

川
上
忠
一

太
田
正

本
橋
文
将

松
島
武
治

金
壱
萬
円
也

川
上
千
恵
子

藤
島
英
之

社

務

所

金
五
拾
萬
円
也

内
村
健
児

金
壱
拾
萬
円
也

西
新
宿
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

院  

長 

鈴
木
道
也

大
宮
八
幡
宮
振
武
会

金
参
萬
円
也

春
日
正
好

安
井
隆
廣

金
弐
萬
円
也

伊
丹
一
代

金
壱
萬
円
也

春
日
百
合
子

斉
藤
勝
久

松
野
真
奈
美

山
本
由
美
子

村
田
惠
美

橋
本
敦

橋
本
卓
你

田
中
穂
積

土
屋
堅
固

中
島
江
美

早
狩
實

廣
島
敏
之

上
仲
猛
親

石
川
真
己
子

尾
﨑
熊
野
神
社

金
弐
拾
萬
円
也

尾
﨑
熊
野
神
社

金
壱
拾
萬
円
也

安
藤
雄
次

蕪
山
富
三
郎

石
原
匡

石
原
叙
司

金
五
萬
円
也

蕪
山
粂
治

髙
橋
初
男

秦
慧
孝

金
参
萬
円
也

有
本
則
・
幸
子

小
島
直
孝

金
弐
萬
円
也

安
藤
喜
八

片
岡
巌

石
原
政
義

橋
本
常
幸

石
原
繁

金
壱
萬
円
也

蕪
山
広
司

水
上
昇

蕪
山
貢
一
良

長
沢
茂

蕪
山
孝
枝

㈱
興
信
建
設

代
表
取
締
役 

横
山
惠
志
郎

石
原
義
泰

志
村
誠
一

内
藤
健
一

野
副
英
治

内
田
滋
子

蕪
山
德
司

安
藤
京
子

中
込
惠
子

内
田
常
男

朝
倉
康
英

安
藤
俊
夫

川
城
順

下
澤
武
夫

佐
々
木
髙
治

井
田
嘉
一

久
保
せ
つ
子

斉
藤
實
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員
に
依
り
ま
す
７
・
５
・
３
文
字
菊
の
奉

納
出
展
は
、
当
展
の
み
で
珍
し
く
素
晴

ら
し
い
も
の
。
他
に
も
色
と
り
ど
り
の

花
々
が
、
社
頭
を
華
や
か
に
賑
わ
せ
て

お
り
ま
す
。新　

嘗　

祭

　

勤
労
感
謝
の
日
の
11
月
23
日
午
前
10

時
よ
り
「
新
嘗
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
祭
典
は
五
穀
豊
穣
を
祈
る
春
の
祈

年
祭
と
一
対
の
祭

典
で
、
新
穀
を
神

前
に
供
え
秋
の
収

穫
を
感
謝
す
る
祭

典
で
す
。
宮
中
を

始
め
、
全
国
津
々

浦
々
の
神
社
で
も

行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
当
宮
で
も
例

年
、
幼
稚
園
の
稲

田
で
園
児
達
が
丹
誠
込
め
て
育
て
収
穫

さ
れ
た
稲
穂
を
は
じ
め
、
新
穀
や
御

酒
・
野
菜
果
物
等
が
供
え
ら
れ
、
ま
た

事
業
の
繁
栄
を
願
う
崇
敬
企
業
よ
り
も

数
多
く
の
お
供
え
物
が
ご
神
前
に
献
納

さ
れ
ま
す
。

第
十
八
回 

杉
並
花
笠
祭
り

　

18
回
目
を
迎
え
る
初
冬
の
風
物
詩

「
杉
並
花
笠
祭
り
」
が
12
月
13
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
杉
並
花

笠
祭
開
催
奉
告
祭
を
斎
行
の
後
、
御
神

酒
の
鏡
開
き
や
花
笠
踊
り
の
パ
レ
ー
ド

が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
表
参
道
で
は
山
形

の
郷
土
料
理
の
芋
煮
や
地
酒
が
無
料
で

振
る
舞
わ
れ
、
山
形
特
産
の
農
産
物
・

特
産
品
な
ど
の
露
店
が
と
こ
ろ
狭
し
と

立
ち
並
び
、
３
万
人
を
越
え
る
参
拝
者

で
賑
わ
い
ま
す
。

り
ん
ど
う
会
研
修
旅
行

　

来
る
11
月
６
日
（
木
）、
当
宮
敬
神

婦
人
会
（
り
ん
ど
う
会
）
の
研
修
旅
行

は
菊
花
の
薫
る
秋
の
鎌
倉
を
散
策
致
し

ま
す
。
鶴
岡
八
幡
宮
参
拝
や
資
生
堂
の

鎌
倉
工
場
の
見
学
な
ど
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

 

大
宮
八
幡
の
杜

秋
も
深
ま
り

第
十
回 

菊き
く
の
き
せ
わ
た
か
ざ

被
綿
飾
り

　

平
安
時
代
に
行
わ
れ
て
い
た
、
重
陽

の
節
句
の
宮
中
行

事
「
菊
被
綿
」
を

天
皇
陛
下
御
即
位

二
十
年
を
奉
祝
し

て
、
本
年
も
大
宮

八
幡
祭
り
に
併
せ

第
十
回 

菊
被
綿
飾

り
を
９
月
９
日
よ

り
16
日
ま
で
展
示

公
開
致
し
ま
す
。

第
30
回 

杉
並
大
宮
菊
花
展

　

杉
並
区
内
外
在
住
の
菊
愛
好
家
の

方
々
に
よ
っ
て
、
丹
精
込
め
て
作
ら
れ

た
数
々
の
作
品
が
出
品
さ
れ
る
杉
並
大

宮
菊
花
展
が
10
月
25
日
か
ら
11
月
25
日

ま
で
の
間
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
昭

和
54
年
に
開
催
さ
れ
て
よ
り
30
回
を
迎

え
る
記
念
す
べ
き

年
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
近
隣

の
秋
の
景
観
の
自

然
美
を
小
菊
で
再

現
す
る
「
盆
景
」

が
多
数
出
品
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま

た
、当
宮
菊
の
会
々

秋
の
大
祭
後
の
主
な
祭
典
行
事

 

10
月
25
日

　
　

～　
　

第
30
回 

杉
並
大
宮
菊
花
展

 

11
月
25
日

 

11
月
15
日　

月
次
祭
並
七
五
三
祝
祭

 

11
月
23
日　

新
嘗
祭

 

12
月
13
日　

第
18
回 

杉
並
花
笠
祭
り

 

12
月
23
日　

天
長
祭

 

12
月
31
日　

大
祓
（
年
越
大
祓
）

 　
　
　
　
　

除
夜
祭

平
成
21
年

 
１
月
１
日　

歳
旦
祭

 
１
月
２
日　

元
始
祭

 

１
月
15
日　

古
札
焼
納
祭
（
ど
ん
ど
焼
）

戌
の
日
詣
り
は

　
　
子
育
八
幡
さ
ま
で

安
産
祈
願
の
ご
祈
祷
を
！

ご
祈
願
お
受
け
の
方
に
は
安
産
腹
帯
（

岩
田
帯
）
を

授
与
し
て
お
り
ま
す

子
授
祈
願
・
初
宮
詣
も
随
時
お
受
け
し
て
お
り
ま
す

　
戌い
ぬ

の
日
早
見
表

（
平
成
20
年 

９
月
～
平
成
21 

年 

１
月
）

９
月
７
日（
日
）
19
日（
金
）

10
月
１
日（
水
）
13
日（
月
）
25
日（
土
）

11
月
６
日（
木
）
18
日（
火
）
30
日（
日
）

12
月
12
日（
金
）
24
日（
水
）

１
月
５
日（
月
）
17
日（
土
）
29
日（
木
）

■
は
大
安
の
日
で
す

安
産
祈
願
の
ご
参
拝
増
加　

　

少
子
化
が
進
む
中
に
も
無
事
に
我
が

子
を
お
授
け
頂
こ
う
と
の
親
の
願
い
は

切
な
る
も
の
。
弥
高
き
子
育
て
八
幡
さ

ま
の
ご
神
徳
が
い
よ
い
よ
宣
揚
さ
れ
て

い
る
当
宮
に
参
拝
さ
れ
、
安
産
の
ご
祈

願
を
受
け
ら
れ
る
方
々
が
増
え
て
お
ら

れ
ま
す
。
と
く
に
戌
の
日
に
は
境
内
は

ご
夫
婦
連
れ
の
参
拝
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

毎
月
１
日　

朔
旦
祭

毎
月
15
日　

月
次
祭

　

毎
月
最
終
の
土
曜
日
又
は
日
曜
日

　
　
　
大
宮
八
幡
宮
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
杉
能
会
バ
ザ
ー
　
　
　
　
　
　
　

(

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に)

　
ご
参
列
出
来
ま
す
。
　

毎
月
・
お
朔つ
い
た
ち日
参ま
い

り
を

致
し
ま
し
ょ
う
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十じ
ゅ
う
さ
ん三

詣ま
い
り・

立り
っ
し志

詣も
う
での

ご
案
内

　

13
歳
は
丁
度
女
児
が
女
性
に
な
る
年
頃
、

即
ち
一人
前
の
人
間
と
し
て
社
会
の一員
に
加

わ
る
大
事
な
歳
と
し
て
、
こ
の
歳
に
氏
神
様

に
お
参
り
し
て
大
人
に
な
る
こ
と
へ
の
自
覚

と
決
意
を
新
た
に
す
る
の
が
十
三
詣
で
す
。

　

ま
た
論
語
に
「
吾
十
有
五
に
し
て
學
に
志

す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
古
来
男
児
の
元
服
も

15
歳
頃
に
な
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
「
志

を
立
て
目
標
を
成
し
遂
げ
る
」
と
大
神
様
に

奉
告
す
る
立
志
詣
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
も
御
祈
願
祭
を
随
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
人
生
の
意
義
あ
る

節
目
と
し
て
お
参
り
下
さ
い
。

ジ
ブ
リ
美
術
館
遠
足

　

先
日
、
幼
稚
園
年
中
組
の
子
供
た
ち
と
ジ
ブ
リ
美

術
館
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ジ
ブ
リ
美
術
館
の
写
真
や

「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
の
絵
本
を
見
な
が
ら
、
心
待
ち
に

し
て
い
た
子
供
た
ち
。
当
日
、
友
達
同
士
で
電
車
や
バ

ス
に
乗
る
こ
と
が
初
め
て
の
子
供
た
ち
は
、
窓
の
外
を

見
な
が
ら
ド
キ
ド
キ
し
た
表
情
で
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
停
を
降
り
て
歩
い
て
ゆ
く
と
、
大
き
な
ト
ト
ロ

の
受
付
が
あ
り
、
み
ん
な
の
お
出
迎
え
を
し
て
く
れ
ま

す
。
子
供
た
ち
は
実
際
に
間
近
で
見
る
ト
ト
ロ
の
大
き

さ
に
大
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
美

術
館
の
中
に
入
り
上
を
見
上
げ
る
と
、
太
陽
の
光
が
ス

テ
ン
ド
ガ
ラ
ス
の
窓
を
通
り
、
七
色
に
輝
き
館
内
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
順
路
の
途
中
に
宝
箱
が
お

い
て
あ
っ
た
り
、
ド
ア
を
開
く
と
鏡
が
あ
っ
た
り
、
本
の

間
に
人
形
が
座
っ
て
い
る
な
ど
、
子
供
た
ち
の
興
味
を

引
く
も
の
ば
か
り
で
、
色
々
な
物
を
発
見
す
る
度
に
小

声
で
「
先
生
！
見
て
見
て
!!
」
と
嬉
し
そ
う
に
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
歩
い
て
ゆ
く
と
大
き
な
ね
こ
バ

ス
が
！
実
際
に
乗
っ
た
り
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
人
は
付
き
添
い
で
も
中
へ

入
っ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
約
束
が
あ
り
、
子

供
だ
け
の
世
界
で
の
び

の
び
と
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
館
内
に
は
映
画

も
上
映
さ
れ
て
お
り
、

「
メ
イ
と
こ
ね
こ
バ
ス
」

と
い
う
映
画
で
は
、
子

供
た
ち
が
驚
い
て
立
ち

上
が
っ
た
り
、
ト
ト
ロ

の
登
場
に
声
を
上
げ
て

喜
ん
だ
り
と
、
夢
中
に

な
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

　

お
昼
は
、
美
術
館
の
見
え
る
井
の
頭
公
園
内
で
み
ん

な
で
お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
が
、
ジ
ブ
リ
美
術
館
の
周

辺
は
自
然
に
溢
れ
て
い
て
、
昼
食
後
は
、
白
詰
草
で
指

輪
を
作
っ
た
り
草
相
撲
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
場
面
も
宮
崎
駿
さ
ん
の
絵
の
中
に
い
る
よ
う
で
し

た
。
子
供
た
ち
と
共
に
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
、一緒
に
見

た
り
触
れ
て
感
動
し
た
こ
の一日
は
、
私
も
キ
ラ
キ
ラ
な

夢
の
中
に
い
る
よ
う
な
素
敵
な
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
諭　

池
添 

百
合
子

結
婚
式
挙
式
者
芳
名
（
敬
称
略
）

（
平
成
20
年
４
月
５
日
～

　
　

平
成
20
年
６
月
28
日
）

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ム 

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
恵
美
子

勝
田 

明
・
淳
子

藤
田 

朋
央
・
知
穂

廣
瀬 
大
・
洋
子

相
川 
敬
・
容
子

坂
井 

薫
之
・
照
弓

稲
川 

信
生
・
ポ
リ
ー
ヌ

左
右 

洋
史
・
澄
子

堀
田 

雅
章
・
理
江

川
上 

和
之
・
規
予

小
野 

庄
一
・
晶
代

長
翁 

政
良
・
環
実

長
内 

康
治
・
静
枝

三
間 

淳
吉
・
優
子

松
島 

章
夫
・
千
代
美

畑
山 

直
樹
・
志
歩

「
月
見
の
宴
」
の
ご
案
内

　

清
涼
殿
で
は
９
月
15
日
の
「
十
五
夜
の

神
遊
び
」に
因
ん
だ
特
選
料
理「
月
見
御
膳
」

を
ご
賞
味
頂
く
「
月
見
の
宴
」
を
同
日
夕

刻
催
し
ま
す
。
名
月
を
愛
で
な
が
ら
、
古

式
ゆ
か
し
い
雅
楽
の
調
べ
や
二
胡
・
ピ
ア
ノ

の
演
奏
を
お
楽
し
み
頂
い
た
後
、
十
五
夜
の

雅
と
幽
玄
の
余
韻
の
中
、「
月
見
の
宴
」
の

ひ
と
と
き
を
お
過
し
頂
き
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

【
月
見
御
膳
】
◎
御
神
酒
付

お
一
人
様　

４
、８
０
０
円
（
税
込
）

『
月
の
音
コ
ン
サ
ー
ト
陪
観
指
定
席
』含
む

限
定 

１
０
０
名

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い

 

※
雨
天
で
も
「
十
五
夜
の
神
遊
び
」「
月
の
音
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
行
わ
れ
ま
す

◎
お
土
産
用 

大
宮
八
幡
銘
菓
「
竹
ひ
め
」（
当
日
の
み
限
定
販
売
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

大
宮
八
幡
宮 

清
涼
殿
ま
で　

 
 

〇
三
（
三
三
一
二
）
七
五
一
五

お め で と う

七 五 三 詣  

七五三年齢表
七歳 女児　　　平成 14 年生
五歳 男児　　　平成 16 年生
三歳 男 ･ 女児　平成 18 年生

※生まれ年と年齢は数え年によるものです。満年齢でお受け頂いても差し支えございません。

　七五三詣は男児三歳と五歳、女児三歳と七歳の
祝いで三歳は髪

かみ

置
お

き、五歳は袴
はかまぎ

着、七歳は帯
おび

解
と

き
とも呼ばれてきました。髪置きはもう赤ちゃんで
はないという意味から剃っていた髪を伸ばし始め
ます。袴着は男児が初めて袴を着ける儀式、帯解
き（紐解き）は女児が付け紐で着物を結んでいた
のを帯に換える儀式です。
　また、古来より１１月１５日には氏神様に参拝し
て、お子様の健康と成長を祈願致します。

七五三レンタルプランご予約会
ご予約会日：７月５日（土）より毎日開催
開催時間：朝１０時～夕方５時まで
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林
実
優

亜
雁
深
玖

小
田
智

藤
﨑
要

兒
玉
怜

寺
門
千
晴

植
木
陽
奈
子

佐
山
遥
大

大
野
詩
歩

斉
藤
大

細
田
菜
央

橋
本
沙
樹

小
岩
原
悠
人

河
野
惺

小
林
颯

山
本
法
史

一
杉
南
斗

鶴
田
美
緒

萩
原
慎
太
郎

江
川
稟
香

佐
藤
莉
音

田
嶋
大
智

水
尾
心
花

塩
﨑
葵

野
中
一
穂

藤
田
莉
央

平
野
温
之

加
藤
優
稀

塚
原
淑
織
乃

塚
原
玄
真

海
渡
優
芽

佐
藤
杏
子

吉
野
優

黒
瀧
ま
み

有
賀
煌
太

有
賀
凰
介

竹
原
俊

濱
中
美
玖

上
山
美
梨

家
高
周
平

吉
野
ひ
な
た

田
中
旬

小
野
寺
粋

清
水
彩
来

野
澤
麻
央

佐
藤
寿
音

鈴
木
小
梅

田
部
主
真

下
斗
米
漣
音

小
山
瑞
葵

河
西
美
直

浅
尾
真
汎

花
房
京
香

菊
武
洸
仁

伊
藤
奈
子

前
村
春
樹

西
村
唯

高
山
陸

戸
倉
結
衣

滝
澤
唯

髙
橋
杏
奈

安
達
咲
句

渡
邉
恭
介

塚
田
香
菜
穂

瀨
出
井
恋
美

原
優
太

髙
橋
由
貴
奈

阪
井
七
帆

横
倉
里
音

押
尾
一
希

正
野
敬
二
郎

鈴
木
寛
乃

鵜
野
澤
け
い
と

江
國
伸
哉

岸
田
弦

木
塚
琉
生

大
久
保
怜
和

梅
本
鷹
晴

堀
明
香
里

金
子
桜
來

岸
萌
々
子

森
本
花
瑠
愛

池
田
菜
那
子

舘
村
遼
太

髙
木
俊
輔

須
古
奏

大
村
琢
斗

恵
愛
結

園
田
成
悟

伊
藤
作
太
郎

川
原
場
日
向

多
田
晃
純

相
原
志
保

坂
上
峻
太
郎

眞
東
美
桜

堀
田
和
暉

竹
内
ア
ニ
カ

佐
藤
麗
心

石
川
梨
響

田
中
杏
奈

沓
掛
加
直

根
岸
由
佳

林
環
希

長
尾
篤
人

河
村
祐
季

髙
橋
ひ
な
た

鈴
木
さ
く
ら

杉
本
匡
佑

山
本
礼
也

髙
橋
正
豊

新
井
寛
奈
子

三
村
あ
ず
み

和
田
純
佳

東
田
中
寛
子

北
原
希
美

宮
﨑
結
依
子

吉
岡
葵

清
水
美
聖

出
口
陽
真

石
橋
諒
大

山
﨑
俊
哉

犬
飼
明
日
斗

渡
部
ち
は
る

兼
頭
賢
多

田
村
拓
己

地
引
愛
奈

石
原
椿

菅
沼
佳
菜
子

新
出
さ
ら

岩
瀬
美
里

岡
野
美
桜

碓
田
創
司

大
德
光

鎌
田
麻
里

白
石
芙
愛

久
能
木
麻
友

加
藤
胡
都

石
原
星
波

大
原
大
空

齊
藤
匠
汰

小
橋
花
音

石
毛
日
菜
子

鈴
木
蒼
人

岡
田
か
れ
ん

加
藤
大
喜

料
治
あ
さ
ひ

竹
内
大
介

梅
林
拓
生

舟
橋
咲
穂

文
視
音

中
島
弥
生

嶋
矢
さ
ら

加
藤
祐
樹

神
林
大
翔

濵
中
音

櫻
井
千
愛

中
岡
杏
那

鴫
原
永
怜

宮
下
和

為
脇
香
厘

中
村
桜
子

寛
司
煌
一
郎

坂
井
小
梅

寉
田
康
生

光
成
匡
貴

光
成
文
貴

本
田
琉
菜

井
出
美
里

小
澤
陽
斗

藤
井
野
乃

毛
利
清
花

生
川
智
久

青
山
さ
く
ら

中
村
心

前
島
優
典

山
﨑
櫂
成

秋
山
伊
織

鈴
石
芽
依

常
森
春
名

山
本
陽
斗

飯
島
理
乃

石
井
颯
太

平
野
幸

園
田
匠

大
木
茉
幌

長
谷
川
優

杉
田
愛
菜

伊
礼
絵
菜

山
岡
莉
々

後
藤
稜
太
郎

田
中
柚
羽

原
傑

山
本
は
な

高
橋
ク
ラ
ブ
ア
ヤ

岡
崎
栞
奈

白
石
環

伊
藤
日
菜

武
藤
民

阿
部
晄
子

糸
井
大
翔

倉
科
茉
莉

河
原
林
希
愛

五
十
嵐
龍
希

服
部
蒼
大

中
島
玲
佳

佐
藤
隼
弥

林
彩
葉

田
中
皓

北
林
昊
弥

坂
口
修
人

重
田
眞
里

西
村
大
和

金
田
望
幸

小
林
紀
朝

影
近
璃
奈

辻
田
そ
の

三
井
翼

林
信
吾

望
月
拓
誠

佐
藤
鈴
乃

東
向
姫
奈

服
部
花
音

西
山
友
里
愛

小
幡
一
真

上
田
悠
雅

八
木
南

山
田
英
舞

酒
井
優
海

山
本
一
太

田
中
虎
徹

大
塚
彩
奈

澤
井
唯

五
辺
真
緒

山
本
美
紅

坂
本
裕
祐

松
岡
葵

沢
登
翔
太

髙
橋
愛
子

杉
本
明
莉

吉
田
未
悠

松
林
夏
槻

山
崎
紗
永

福
島
慶
介

坪
田
莉
子

萩
原
柚
名

北
川
夏
帆

佐
藤
美
詩

銭
谷
柚
乃

雑
賀
仁
子

福
地
志
勇

木
村
洵
心

荘
日
葵

増
田
悠
花

坂
本
璃
奈

設
楽
千
春

西
森
ゆ
ず
な

伊
集
院
陽
向

江
原
万

江
原
幸

山
本
ひ
な
の

神
田
夏
明

小
川
孝
太
郎

秦
碧
依

源
原
麻
央

宮
崎
樹

矢
作
祐
基

田
夏
葵

木
戸
悠
惺

井
上
蒼
央

本
島
初
夏

松
永
穂
夏

北
澤
鉄
斗

遠
藤
美
羽

岡
村
拓
海

稲
森
太
祐

染
川
も
こ

田
上
由
梨
奈

国
兼
明
璃
珠

吉
田
真
穂
子

是
安
雄
太

足
立
武
丈

岡
本
諭
弥

金
子
幸
大
朗

肝
付
真
李

林
佳
輝

平
澤
陽
玖

小
椋
雄
仁

髙
本
慈
瑛

伊
藤
香
葉

松
永
連
太
朗

リ
ー
ド
花
愛
羅

桑
原
杏
奈

佐
々
木
紗
希

村
田
麗
心

山
口
康
介

澤
ゆ
り
あ

小
針
空

小
針
令
愛

佐
々
木
太
陽

春
日
明
莉

望
月
凛

稲
田
嘉
輝

亀
井
柾
記

井
勝
う
た

花
屋
佑
樹

小
泉
蓮

青
木
花

手
島
悠
太

長
尾
匠
悟

槙
原
凜

櫛
田
有
美

櫛
田
舞
美

杵
渕
秀
星

杵
渕
杏
美

高
橋
賢

萩
原
零

森
下
潤

齋
藤
陽

福
満
和
真

大
久
保
芹
梨

小
柴
大
輝

秋
山
旺
介

塩
崎
海
翔

乾
智
毅

幸
田
陽
菜
乃

森
遼
太

仲
田
琴
音

久
保
田
翔

大
竹
紅
樹

杉
内
佑
衣
子

八
尋
麦
太

土
肥
叶
葉

初
宮
詣
芳
名

（
平
成
20
年
３
月
24
日
～
平
成
20
年
７
月
21
日
）

お
子
様
の
お
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
致
し
ま
す

初
宮
詣
芳
名 

お
詫
び
と
訂
正

　

先
の
初
宮
詣
芳
名
中
、
石
松
様
の
お
名
前
を
誤
記

し
て
お
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
訂
正
し

再
度
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

石
松
晄
太
郎

比
嘉
乃
々
葉

神
谷
咲
里

東
ヶ
﨑
朝
稔

保
坂　

桜

関
愛
莉

関
愛
美

葉
梨
雅
之

西
澤
ひ
な
た

西
澤
あ
か
り

藤
井
宙
宇

藤
井
海
斗

大
村
惇
人

髙
田
恵
佑

大
西
悠
太

高
木
寛
人

臼
井
勝
斗

市
川
豊
翔

船
津
周
太
郎

平
柳
亜
絵
良

山
崎
碧
依

山
口
康
輔

仁
司
七
聖

安
藤
悠
希

割
田
健
介

村
上
明
日
香

松
生
明
里
咲

今
川
快
斗

𠮷
濱
秀
隆

田
中
咲
耶

若
狭
駿
人

渡
邉
の
の
か

武
藤
悠
真

前
田
塁

島
田
浩
太
郎

中
富
さ
や
か

山
田
直
央

宮
下
功
士

雨
平
怜

大
高
千
世

石
ヶ
森
優
花

田
村
遼
花

高
橋
円
佳

吉
村
美
優

小
出
初
香

石
黒
紗
衣

木
村
悠
那

田
口
皓
章

大
友
一

多
田
虎
耀

野
村
真
利

上
野
宗
太

高
尾
映
輝

寺
内
榛
人

山
本
賢
誠

大
澤
篤
士

松
野
祐
太

加
藤
実
右

種
茂
創
太

植
竹
京
香

遠
藤
快
宗

近
藤
愛
理

藤
井
結
音

浅
野
祐
晟

宮
本
知
真

工
藤
崇
太
郎

鎌
田
一
諒

上
田
実
沙
季

古
川
颯
大

西
村
珈
乃

春
日
咲
音

石
井
陽
菜

小
久
江
陸
斗

米
澤
清
貴

安
藤
江
里
菜

竹
内
唯

芹
澤
咲
良

富
田
凪

鈴
木
将
大

空
閑
那
奈

柏
田
真
希

齊
藤
勇
介

根
岸
愛
理

横
堀
花
咲
音

髙
岸
誠
実

横
倉
千
尋

五
味
恵
理
佳

阿
部
佑
南

土
屋
樹
里

横
渡
文
人

越
守
健

岡
橋
陸

西
尾
美
輝

青
木
結
陸

松
口
卓
矢

川
村
莉
子

河
野
帆
香

瀬
川
美
緒

佐
藤
由
紀
那

今
井
幹
太
朗

清
水
奏
多

浅
賀
望
大

横
田
も
も

田
村
琴
葉

佐
倉
由
馬

吉
田
弥
依

柴
崎
優
季

伊
達
若
奈

北
森
果
歩

國
松
佳
怜

三
浦
愛
心

久
保
田
穂
成

池
橋
奏
和

羽
石
遼
太
郎

上
條
壮
志

峯
木
和
望

石
川
菜
月

林
原
七
海

園
部
滉
太

中
根
颯
杜

髙
宮
恋

武
久
奈
未

浅
川
賢
兜

碓
井
想
真

藤
田
諒
介

海
老
名
花
穂

坂
元
汰
槻

後
田
玲
華

秋
元
祐
輝

大
島
麦
太

高
宮
真

伊
地
知
和
香

伊
藤
瑠
菜

大
塚
響
太

宮
澤
忠
也

鈴
木
亜
門

鈴
木
亜
怜

緒
方
み
ず
き

荻
原
大
翔

前
田
慧

伊
藤
遥
輝

立
松
将
真

辻
孝
太
郎

室
越
凜
花

鈴
木
萌
々
華

竹
重
明
香

武
田
陸

窪
田
啓
士

上
野
琉
唯
奈

伊
藤
蓮

成
田
智
哉

辻
陽
幸

村
瀬
さ
く
ら

加
藤
愛
梨

清
水
勇
翔

土
屋
奈
桜

青
山
広
希

西
島
瑞
貴

有
川
雅
晃

長
野
智
朗

吉
田
神

髙
島
優
陽

青
木
玲
奈

近
藤
律

サ
ー
ラ
友
里
愛

高
橋
英
明

塩
津
知
哉

岩
下
晴
矢

加
藤
空

上
村
勇
人

竹
田
晶

金
優
那

田
口
愛
菜

池
田
新

花
﨑
奏
音

長
澤
啓
太

長
谷
部
瑠
菜

樽
本
一
輝

大
嶋
俐
香

伊
藤
紅
美

根
岸
俊
一

玉
嶋
怜
奈

廣
松
珠
緒

清
水
陽
菜

雑
賀
蓮

早
瀬
真
琴

髙
井
聡
佑

藤
井
美
菜
子

植
野
せ
い
ら

須
藤
礼

小
池
梨
音

河
村
祥
吾

村
橋
伊
織

今
村
有
周

小
原
竹
陽

牟
田
瑚
子

中
島
桜

合
屋
祐
海

得
地
碧
翔

田
中
悠
貴

村
上
純
仁

竹
内
春
絆

菊
間
花
恵

深
野
裕
貴

三
木
琴
音

森
下
瑚
子

伊
藤
蒼
大

臼
井
日
菜

進
藤
嵩
希

古
川
桃
々
華

金
子
匡

髙
田
翼
瑳

早
狩
元
太
朗

阿
出
川
和
暖

渡
邉
み
の
り

福
井
康
将

永
富
祥
大

宮
崎
茉
子

小
峯
大
輔

鈴
木
蒼
以

島
田
峯
早
希

木
原
豪
茂

立
川
凛
空

久
加
天
裕
保

濱
田
望
帆

中
澤
光
平

岩
田
唯
佳

杉
田
雅
姫

今
井
想
來

加
藤
健
輔

近
江
咲
紀

山
口
蒼
葉

千
葉
翔
太

鷹
見
隆
一
郎

青
木
結
奏

宮
﨑
眞
音

秋
元
湊
太
郎

松
本
晟

宮
坂
奏
子

酒
井
彩

松
本
健

西
海
晴
音

好
士
真
央

仙
波
晴
弥

山
下
翔

福
谷
豪
大

中
條
葵

平
沢
萌
碧

鶴
岡
秀
磨

近
藤
輝
空

平
井
梨
央

北
原
理
央

岡
部
堅
史

横
尾
海
聖

黒
田
幸
太
郎

東
谷
朱
夏

葉
山
玲

山
村
直
輝

佐
藤
修
一
郎

合
田
悠
十

原
科
麗
華

花
島

岡
本
琉
暉

大
下
内
麻
奈

長
澤
蒼
太

野
中
義
士

関
谷
優
志

岩
田
健
太
郎

守
屋
千
咲

松
田
一
志

安
藤
三
咲

山
本
武
尊

長
沢
陸
翔

音
喜
多
美
咲

山
中
辰
樹

天
野
駈

二
宮
遼

関
根
和

吉
田
未
來

森
海
斗

北
島
大
翔

石
川
美
来

守
田
ゆ
め

市
村
菜
々
美

道
辻
美
天

伊
東
咲
利

小
林
龍
空

小
山
美
桜

宮
ヶ
原
拓
真

川
村
晴
大

五
十
嵐
悠
人

深
川
真
結
子

鈴
木
烈

内
田
啓
太

井
上
陽
人

篠
崎
恵
音

手
塚
み
な

堀
木
裕
太

堀
木
陽
平

関
は
る
か

櫻
井
恒
太

櫻
井
結
太

比
嘉
心
乃

岡
野
光
介

戸
田
遥
太

佐
藤
己
大

鈴
木
結
菜

相
澤
奏

細
川
大
樹

本
名
美
遥

前
田
行
成

平
元
椛

上
原
子
い
ぶ
き

永
嶋
晄
英

赤
羽
里
咲

川
俣
純

保
泉
吉
良

高
橋
咲
也

増
田
銀
侍

中
村
結
衣

黒
岩
楓
空

栗
栖
優
貴
繁

内
堀
成
晃

木
下
拓
洋

石
原
真
美

飯
島
理
子

清
水
莉

池
田
涼
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氏子奉幣祭（14 日 午前 10 時）・例大祭〔献幣使参向〕（15 日 午前 10 時）

献幣使参向、祭詞奏上神社本庁より献幣使参向

境内では、連日神賑行事が奉納されます

第二十三回 神輿合同宮入り
氏子幣を奉じて

佼成雅楽会、舞楽を奉奏

賑々しく直会の開宴奉幣使、氏子祈願詞奏上

方
南
エ
イ
サ
ー
踊
り

第
30
回 

小
原
流
献
華
展

園
児
民
謡
踊
り

野
点
茶
会

８
基
の
神
輿
の
参
入
で
、

熱
気
と
興
奮
に
包
ま
れ
ま
す

氏 子 町 会 神 幸 所
大宮地区
  （宮元会神幸所）
　大宮一丁目町会神幸所

方南地区
　峰睦会神幸所
  （峯栄会神幸所）
　新栄若睦会神幸所
　泉南睦神幸所
　方南西神幸所
　方南東神幸所（上）
　方南東神幸所（下）

和田地区
　和田睦会神幸所
　和田敬神会神幸所
　和田仲組神幸所
　和田南神幸所
　和田東神幸所

松ノ木地区
　松ノ木睦会神幸所

露
店
も
賑
や
か
に

小
笠
原
流
三
三
九
手
挟
式

奉祝 天皇陛下御即位二十年


